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LUNAR-A 月震計測実験の概要と現状 

Overview and Present Status of Lunar-A Seismological Experiment 
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LUNAR-A ミッションの科学目標のひとつはペネトレータに搭載された高感度月震計による月震観測によって、月

の内部構造についてのデータを得ることである。月の表側と裏側に設置されたペネトレータにはそれぞれ１Ｈｚ付
近に感度のピークがある短周期型の上下動、水平動月震計が搭載されている。これらの月震計によって月の深発月
震を観測することによって、月の内部構造とくに月の中心核の大きさについての新しいデータが得られると期待さ
れる。ペネトレータから母船への通信リンクに大きな制限があるために、月震観測にはイベントデテクション、デー
タ圧縮などに特別の戦略が必要であり、これらの戦略についての現状を報告する。 
 
 
LUNAR-A ミッションの科学目標のひとつはペネトレータに搭載された高感度月震計による月震観測によって、月

の内部構造についてのデータを得ることである。また科学目標の大前提になるべき、ペネトレータによる地球物理
学的観測の可能性を明らかにすることも LUNAR-A ミッションの重要な課題であり、これらの課題が解決されること
は、将来のわが国の惑星探査にとっても大きな意義がある。 
 月の表側と裏側に設置されたペネトレータにはそれぞれ１Ｈｚ付近に感度のピークがある短周期型の上下動、

水平動月震計が搭載されている。これらの月震計はペネトレータが月面に貫入するときに生じる極めて大きな衝撃
荷重に耐えるため高耐衝撃性、ペネトレータに搭載可能にするための小型化、省電力化が計られている。 
 またペネトレータから母船への通信リンクに大きな制限がある事や省電力化のために、アポロ月震観測のよ

うに連続観測記録を得ることが出来ず、月震の特性に合わせたイベントデテクション・システムを採用している。
さらに地震波形データを送信するまえに、効率的なデータ圧縮も必要とされる。また月中心核のサイズについて重
要なデータをもたらすと考えられる深発月震を他のタイプの月震と区別するするためのアルゴリズムの構築など
も必要である。ここではこれらの LUNAR-A 月震観測に必要な戦略とその戦略についての現状を報告する。 


